今月の樹　フジ
　フジは日本固有の種で、古くから日本人の生活に深く結びついている。

名の由来

フジは咲き散るの意味で、花の咲く様子を表現した名といわれている。またフジの名前の由来は、中国のシナフジを紫藤（ふじ）というところからきていると言われるが、一方では藤は「つる」の意味があって、植物のつるになる性質から由来したものとも言われている。
フジ（別名はノダフジ）はつる性の落葉樹木で、山林などの日当たりの良い場所で他の木に巻きついて樹幹にも達しています。茎は上方から見て右巻き（つるの巻き上がる方向は左巻き：ネジの左巻きと同じ）で、枝をたくさん出しています。 
　葉は奇数羽状複葉で互生し、長さは２０～３０ｃｍ、小葉は通常５～９対がつき形は卵状披針形で先にいくに従って尖っています。 小葉の基部は円いか、くさび形、葉縁は全縁、大きさは長さ４～１０センチ、多少波状にしわがよっています。はじめ毛が密生するが、しだいに無毛になる。秋には黄葉し落葉する。 
　花は4月末から5月ごろに当年の枝の先に長い花序（３０～８０センチ）で、淡紫色の蝶形花を多数たれさがるようにつけます。花軸には白い短毛がびっしりと生えています。花柄は短く１５～２５ミリ、がく筒は４ミリ程です。 
　果実は豆果で長さ１０～２０ｃｍ。果皮は堅く、表面にはビロード状の短毛が密生しています。10～12月、熟して乾燥すると、２裂してねじれて、種子を飛ばす。種子は直径１．２ｃｍほどの円形で平たく、色は褐紫色で光沢があります。
　フジによく似た種には「ヤマフジ」がありますが、近畿地方以西、中国、四国、九州の日本の西南部に自生し茎が右巻きであることからフジと区別できます。 花序はフジより短く通常　１０～２０ｃｍ、程度、花の色は紫色で蝶形花を多数つける。花が白色の品種をシロバナヤマフジという。

　なお、花期が７～８月、シロバナをつけで全

May  2012  NKC

体的にフジを小型にしたような種としてナツフ

ジが知られる。本種も日本固有種である。

藤は観賞用に、藤棚として植栽される他、つるはかごを編む材料に使われる。また、花や新芽は食用にされる。若葉を摘み取り、蒸して乾燥、フジ茶として用いられている地域もある。
今でこそ、藤は公園等でしか身近には見られなくなった花であるが、古くからの生活に結びついた花であり「古事記」にはフジの樹皮でつくった衣服や弓矢がフジの花になる、藤の花衣の伝説が記載されているし、万葉集には長歌、短歌とりまぜて２８首が詠まれている。この時代に既に庭木として藤が植栽されていたことがわかる。

藤はどの時代にもまして平安時代の花であるとされる。この花が藤原家のシンボルであり、花が「ゆかりの色」紫であるために愛されたのであろう。９０２年、飛香宮で藤花の宴が催され、以後、花の盛りには何度も宴が開かれている。また、「源氏物語」「枕草子」などにも藤にゆかりのある内容が見られ、いずれも藤花に美と高貴なものを感じてのことのようである。また、桃山以降の美術工芸分野でも藤はしばしば登場している。
現在でも「藤」を冠とする地名、あるいは「氏名」も多いし、いろいろなデザインの藤花が家紋といった形でして多くの家庭で使われている。　　　　　　　　　　[image: image1.jpg]



写真は「シナフジ」系？２０１２．４月上海の公園で撮影。

